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成果 

１．2024 年度日本造園学会全国大会ミニフォーラム開催 

 2024 年度全国大会において，企画フォーラム「風景計画は農村の持続的発

展にどう寄与できるか？」を開催した。近年，農村における生業や農村の構成

員を含めた社会システムが著しく変化する中で，風景と風景計画は農村社会

にどう寄与しうるのかを議論した。風景計画の分野で従来行われてきた農村

ランドスケープを具体化・可視化する研究成果について，委員内外の研究者か

ら話題提供をいただいたうえで討議を行い，農村の維持管理に関わる時空間

的な要素の連関，農村を取り巻く制度や人間の内面的な側面など，物理的には

目に見えないものにも目を向ける必要があるとの示唆を得ることができた。

フォーラムには学生や実務者にもご参加いただき，今後の風景計画や風景づ

くりの実践について活発な議論がなされた。 

【フォーラム内容】 

趣旨説明：矢澤優理子 

話題提供 1：栗田英治（農研機構） 

話題提供 2：高橋俊守（宇都宮大学） 

話題提供 3：真田純子先生（東京工業大学） 

討議：造園/ランドスケープに関わる研究者や市民が，どう農村に向き合っ

ていくべきかを３名の登壇者および会場全体で議論した。 

 

２．ランドスケープ研究にて「やさしい風景計画」を連載 
ランドスケープ研究に連載している「やさしい風景計画学」を本年度も継続し

た。３年目となる本年は，「目標像を実現させるための方策」,「風景と地区（メ

ソ）スケールのデザイン」,「風景計画におけるデザイン」,「風景を守り活用

するマネジメント」の 4 つのテーマについて，研究者・実務者からの報告記

事を掲載した。 

 


